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Ⅰ．調査実施の概要

1．調査目的

2．調査方法

3．調査期間

令和４年度以降を計画期間とする「（仮称）奈良県配偶者等からの暴力防止及び被害者

支援基本計画（第５次）（以下、ＤＶ計画という。）」を策定するにあたり、県民のＤＶに

関する意識、被害等の経験、ニーズ等を把握し分析することで、課題解決のための具体的な

取組みを考える際の参考とするために実施した。

郵送による配布・回収

４．回収状況

2022年10月21日（金）～2022年11月7日（月）

配布数 ：3,500通

回収数 ：957通（27.3％）

有効回答数 ：953ｓ（27.2％）

５．調査項目

①配偶者等からの暴力に関する意識について

②配偶者等からの暴力について

③友人や家族などからのＤＶに関する相談について

④その他

⑤属性

６．報告書の見方

①質問種別

SA：単一回答

MA：複数回答

FA：自由記述

②属性別のクロス集計分析の注意点

属性別のクロス集計分析におけるサンプル誤差は、50サンプルで最大13.9％、

30サンプルで最大17.9％発生する。

この誤差を考慮して、30サンプル未満の属性の回答比率については参考値として扱う。

1



Ⅱ．回答者特性

全体 n=953

男性

31.6%

女性

66.6%

無回答

1.8%

問33．あなたの性別についてお答えください。(SA)

単位：％

全体 n=953

2
0
歳
未
満

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳
代

5
0
歳
代

6
0
歳
代

7
0
歳
代

8
0
歳
以
上

無
回
答

0.4 

4.9 
8.8 

14.5 
18.3 

25.1 
21.5 

4.9 
1.6 

0

15

30

単位：％

全体 n=953

奈
良
市

大
和
高
田
市

大
和
郡
山
市

天
理
市

橿
原
市

桜
井
市

五
條
市

御
所
市

生
駒
市

香
芝
市

葛
城
市

宇
陀
市

山
添
村

平
群
町

三
郷
町

斑
鳩
町

安
堵
町

川
西
町

三
宅
町

田
原
本
町

曽
爾
村

御
杖
村

高
取
町

明
日
香
村

上
牧
町

王
寺
町

広
陵
町

河
合
町

吉
野
町

大
淀
町

下
市
町

黒
滝
村

天
川
村

野
迫
川
村

十
津
川
村

下
北
山
村

上
北
山
村

川
上
村

東
吉
野
村

無
回
答

20.5 

3.8 5.4 4.2 5.4 3.9 
2.2 1.4 

7.7 
3.8 

1.7 1.3 0.7 0.7 0.9 1.5 0.6 0.9 0.4 1.3 0.8 0.8 0.8 0.6 0.9 1.8 2.0 0.5 1.7 1.3 1.0 0.7 1.2 0.8 0.5 1.0 1.2 0.8 0.5 -
0

10

20

30

問34．あなたは、令和４年１０月１日現在の時点でおいくつですか。
(SA)

問35．あなたがお住まいの市町村名についてお答えください。(SA)

単位：％

全体 n=953

勤
め
人

（
常
勤

）

勤
め
人

（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

非
常
勤

）

自
営
業

（
事
業
の

経
営
者
・
家
業
の

手
伝
い
・
内
職
な
ど

）

学
生

専
業
主
婦
・
主
夫

無
職

そ
の
他

無
回
答

27.4 

19.7 

8.0 

1.8 

20.0 19.2 

2.1 1.8 

0

20

40

問36．あなたの職業についてお答えください。(SA)
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問37．あなたご自身の令和３年中（令和３年1月1日～12月31日）の年間収入（税込）はいくらですか。年金や資産収入などの収入も
含めてください。(SA)

問38．あなたと同居している人は誰ですか。あなたからみた続柄を選んでください。(MA))

問39．あなたは、現在、結婚していますか。(SA)

単位：％

全体 n=953

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
～

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
～

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

6
0
0
万
円
未
満

6
0
0
～

8
0
0
万
円
未
満

8
0
0
～

1
0
0
0
万
円
未
満

1
0
0
0
～

1
5
0
0
万
円
未
満

1
5
0
0
万
円
以
上

収
入
な
し

わ
か
ら
な
い

無
回
答

23.9 
19.8 

25.3 

11.3 

3.7 1.6 0.8 0.8 

8.3 

1.5 2.9 

0

20

40

単位：％

全体 n=953

夫
ま
た
は
妻

（
事
実
婚
を
含
む

）

パ
ー

ト
ナ
ー

（
交
際
相
手
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
者

）

子
ど
も

孫 実
父

実
母

義
父

義
母

祖
父
母

兄
弟
・
姉
妹

一
人
暮
ら
し

そ
の
他

無
回
答

71.6 

0.5 

36.6 

3.5 
10.1 14.1 

2.0 6.2 
1.7 4.1 6.8 

1.8 6.1 

0

40

80

全体 n=953

未婚

（結婚したことはない）

12.0%

既婚

（現在、夫または

妻がいる）

72.6%

離別・死別

（結婚していたが、

離婚・死別した）

9.3%

無回答

6.1%
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Ⅲ．調査結果
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1．配偶者等からの暴力に関する意識について

問1．あなたは、「配偶者等からの暴力」（以下、「ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス」）について、知っていますか。(SA)

「配偶者等からの暴力」（以下、「ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス」）という言葉の認知は96.8％、
内容まで認知しているのは82.9％である。
５０歳代以下はほとんどの人が内容まで認知しているものの、６０代以上となると認知レベルは低下
する傾向がみられる。

⚫ 「配偶者等からの暴力」（以下、「ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス」）について、「言葉も、その内容も知っている」のは
82.9％で、「言葉があることは知っているが、内容はよく知らない」（13.9％）も含めると、96.8％が言葉の認知はしており、
「言葉があることを知らなかった（初めて聞いた言葉である）」は1.4％とわずかである。前回調査と比べると言葉の認知は横
ばいである。

⚫ 性別でみると、女性は男性より「言葉も、その内容も知っている」の比率が高い。

⚫ 年齢別でみると、５０歳代以下ではいずれの年代も「言葉も、その内容も知っている」が90％程度であるのに対し、６０代
から低下傾向がみられ、８０歳代では70.2％となっている。

⚫ 被害経験別でみると、被害経験あり層は被害経験なし層と比べて言葉も、その内容も知っている」の比率が高い。

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

96.8 

前回調査
（H29.7)

（n=1116）
96.9 

認知
計

82.9

83.5

13.9

13.4

1.4

2.2

1.9

0.9

言葉も、その内容も知

っている

言葉があることは

知っているが、内容

はよく知らない

言葉があることを知ら

なかった（初めて聞い

た言葉である）

サ
ン
プ
ル
数

言
葉
も

、
そ
の
内
容
も

知

っ
て
い
る

言
葉
が
あ
る
こ
と
は

知

っ
て
い
る
が

、
内
容

は
よ
く
知
ら
な
い

言
葉
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か

っ
た

（
初
め
て

聞
い
た
言
葉
で
あ
る

）

無
回
答

認
知

計

953 82.9 13.9 1.4 1.9 96.8 

男性 301 79.1 19.3 1.0 0.7 98.4 

女性 635 85.0 11.2 1.4 2.4 96.2 

２０歳代以下 51 90.2 9.8 - - 100.0 

３０歳代 84 92.9 7.1 - - 100.0 

４０歳代 138 89.1 8.0 - 2.9 97.1 

５０歳代 174 89.1 8.6 0.6 1.7 97.7 

６０歳代 239 81.2 15.9 0.8 2.1 97.1 

７０歳代 205 73.2 20.5 3.9 2.4 93.7 

８０歳以上 47 70.2 27.7 2.1 - 97.9 

被害経験あり 209 90.0 7.7 1.0 1.4 97.7 

被害経験なし 725 81.5 15.4 1.4 1.7 96.9 

奈良市 195 82.1 15.4 0.5 2.1 97.5 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 83.5 13.1 1.7 1.7 96.6 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 83.8 12.9 1.5 1.8 96.7 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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「交際相手からの暴力」（以下、「デートＤＶ」）という言葉の認知は77.5％、内容まで認知している
のは59.1％。「言葉があることは知っているが、内容はよく知らない」が18.4％見られ、ＤＶと比べる
と言葉、内容ともに認知度は高くない。
属性別の傾向は概ねＤＶと同様の傾向だが、２０歳代以下での認知度が特に高い点が特徴的で
ある。

⚫ 「交際相手からの暴力」（以下、「デートＤＶ」）について、「言葉も、その内容も知っている」のは59.1％で、「言葉があるこ
とは知っているが、内容はよく知らない」（18.4％）も含めると、77.5％が言葉の認知はしており、「言葉があることを知らな
かった（初めて聞いた言葉である）」は19.1％である。

⚫ 性別でみると、女性は男性より「言葉も、その内容も知っている」の比率が高い。

⚫ 年齢別でみると、７０歳代までは概ね年齢が若いほど「言葉も、その内容も知っている」の比率が高くなる傾向が見られ、２
０歳代以下では72.5％と高く、言葉の認知も含めると90.1％と非常に高くなっている。

⚫ 被害経験別でみると、被害経験あり層は被害経験なし層と比べて言葉も、その内容も知っている」が高い。

サ
ン
プ
ル
数

言
葉
も

、
そ
の
内
容
も

知

っ
て
い
る

言
葉
が
あ
る
こ
と
は

知

っ
て
い
る
が

、
内
容

は
よ
く
知
ら
な
い

言
葉
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か

っ
た

（
初
め
て

聞
い
た
言
葉
で
あ
る

）

無
回
答

認
知

計

953 59.1 18.4 19.1 3.5 77.5 

男性 301 52.8 22.3 23.9 1.0 75.1 

女性 635 62.0 16.7 16.9 4.4 78.7 

２０歳代以下 51 72.5 17.6 9.8 - 90.1 

３０歳代 84 67.9 15.5 16.7 - 83.4 

４０歳代 138 64.5 11.6 20.3 3.6 76.1 

５０歳代 174 64.9 15.5 17.2 2.3 80.4 

６０歳代 239 54.0 22.6 18.8 4.6 76.6 

７０歳代 205 49.3 21.0 25.4 4.4 70.3 

８０歳以上 47 61.7 23.4 10.6 4.3 85.1 

被害経験あり 209 64.6 15.3 16.7 3.3 79.9 

被害経験なし 725 57.7 19.6 19.6 3.2 77.3 

奈良市 195 54.9 20.0 22.6 2.6 74.9 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 59.6 18.2 19.2 3.0 77.8 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 62.1 16.5 17.4 4.1 78.6 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

問2．あなたは、「交際相手からの暴力」（以下、「デートＤＶ」）について、知っていますか。(SA)

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

77.5 

前回調査
（H29.7)

（n=1116）
77.9 

認知
計

59.1

59.6

18.4

18.3

19.1

18.5

3.5

3.6

言葉も、その内容も

知っている

言葉があることは

知っているが、内容

はよく知らない

言葉があることを知

らなかった（初めて聞

いた言葉である）
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サ
ン
プ
ル
数

法
律
が
あ
る
こ
と
も

、

そ
の
内
容
も
知

っ
て
い

る 法
律
が
あ
る
こ
と
は

知

っ
て
い
る
が

、
内
容

は
よ
く
知
ら
な
い

法
律
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か

っ
た

無
回
答

認
知

計

953 24.6 59.8 13.7 1.9 84.4 

男性 301 24.3 61.1 14.0 0.7 85.4 

女性 635 24.6 59.2 13.9 2.4 83.8 

２０歳代以下 51 19.6 60.8 19.6 - 80.4 

３０歳代 84 23.8 52.4 23.8 - 76.2 

４０歳代 138 20.3 61.6 15.2 2.9 81.9 

５０歳代 174 27.6 59.2 10.9 2.3 86.8 

６０歳代 239 21.8 64.9 11.7 1.7 86.7 

７０歳代 205 28.8 56.6 12.2 2.4 85.4 

８０歳以上 47 25.5 59.6 14.9 - 85.1 

被害経験あり 209 29.2 54.5 14.4 1.9 83.7 

被害経験なし 725 23.2 61.7 13.5 1.7 84.9 

奈良市 195 20.0 63.1 15.4 1.5 83.1 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 25.6 56.6 16.2 1.7 82.2 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 26.2 61.2 10.6 2.1 87.4 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

84.4 

前回調査
（H29.7)

（n=1116）
79.7 

認知
計

24.6

23.1

59.8

56.6

13.7

18.7

1.9

1.5

法律があることも、そ

の内容も知っている

法律があることは

知っているが、内容

はよく知らない

法律があることを知

らなかった

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（いわゆるＤＶ防止法）」は84.4％
が認知はしているが、内容まで認知しているのは24.6％にとどまっている。
ＤＶ、デートＤＶの認知が高い３０代以下の若い層における認知度が低くなっている。

⚫ 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（いわゆるＤＶ防止法）」について、「法律があることも、そ
の内容も知っている」のは24.6％、「法律があることは知っているが、内容はよく知らない」は59.8％で法律自体の認知は
84.4％で、「法律があることを知らなかった」のは13.7％である。

⚫ 前回調査と比べると「認知計」が4.7ポイント上昇している。

⚫ 年齢別でみると３０歳代以下では「法律があることを知らなかった」がいずれも20％台と高い。

⚫ 地域別でみると高田こども家庭相談センター管轄地域では認知計が87.4％と他のエリアと比べて高い。

問3．あなたは、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（いわゆるＤＶ防止法）」を知っていますか。(SA)
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相談窓口の認知度は44.1％で前回調査から6.4ポイント上昇しているものの、被害経験がある層で
も半数近くが「知らない」としている。

⚫ 相談窓口について「知っている」のは44.1％、「知らない」のは54.1％である。

⚫ 前回調査と比べると「知っている」は6.4ポイント上昇している。

⚫ 性別でみると、女性は男性より「知っている」比率が高くなっている。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験あり層でも「知らない｣が47.8％見られる。

問4．あなたは、配偶者等からの暴力について相談できる窓口を知っていますか。(SA)

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

前回調査
（H29.7)

（n=1116）

44.1

37.7

54.1

58.8

1.8

3.5

知っている 知らない

サ
ン
プ
ル
数

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

953 44.1 54.1 1.8 

男性 301 36.9 61.5 1.7 

女性 635 47.4 50.7 1.9 

２０歳代以下 51 43.1 54.9 2.0 

３０歳代 84 38.1 61.9 - 

４０歳代 138 46.4 52.9 0.7 

５０歳代 174 48.3 50.6 1.1 

６０歳代 239 47.3 50.6 2.1 

７０歳代 205 39.0 60.0 1.0 

８０歳以上 47 38.3 48.9 12.8 

被害経験あり 209 50.7 47.8 1.4 

被害経験なし 725 42.2 56.3 1.5 

奈良市 195 44.6 53.8 1.5 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 43.8 54.5 1.7 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 44.4 53.5 2.1 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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相談窓口の認知は「奈良県警察署」（77.4％）、「市町村窓口」（53.1％）、「奈良県女性セン
ター」（29.5％）が上位となっている。
被害経験がある層において「奈良県警察署」、「市町村窓口」、「奈良県中央こども家庭相談センター」、
「奈良県高田こども家庭相談センター」の認知が被害経験がない層よりも低くなっている。

⚫ 知っている窓口は「奈良県警察署」（77.4％）が最も高く、「市町村窓口」（53.1％）、「奈良県女性センター」
（29.5％）が続いている。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験あり層では「奈良県女性センター」、「女性の人権ホットライン（奈良地方法務
局）」の比率が全体と比べて高いものの「奈良県警察署」、「市町村窓口」、「奈良県中央こども家庭相談センター（配偶
者暴力相談支援センター）」、「奈良県高田こども家庭相談センター」などは被害経験なし層と比べて5ポイント以上低くなっ
ている。

問5．どの窓口を知っていますか。(MA)【問4で「1．知っている」と回答した方】

単位：％

全体 n=420

サ
ン
プ
ル
数

奈
良
県
警
察
署

市
町
村
窓
口

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン

（
奈
良
地
方
法
務
局

）

社
会
福
祉
法
人
奈
良

い
の
ち
の
電
話
協
会

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

）

奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー

性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン

タ
ー

（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ハ
ー

ト

）

Ｄ
Ｖ
相
談
＋

（
プ
ラ
ス

）

公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人

な
ら
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

420 77.4 53.1 29.5 29.0 25.2 23.8 12.4 11.9 8.3 7.4 4.3 1.0 0.5 

男性 111 82.0 59.5 19.8 18.9 21.6 26.1 18.0 10.8 9.9 9.9 5.4 1.8 0.9 

女性 301 75.4 50.5 33.6 33.6 26.2 23.6 10.6 12.3 7.6 6.6 4.0 0.7 0.3 

２０歳代以下 22 68.2 31.8 13.6 36.4 13.6 18.2 4.5 22.7 - 9.1 4.5 4.5 - 

３０歳代 32 71.9 34.4 15.6 34.4 6.3 12.5 9.4 12.5 3.1 - - 6.3 - 

４０歳代 64 76.6 45.3 23.4 31.3 9.4 18.8 15.6 12.5 4.7 6.3 3.1 1.6 - 

５０歳代 84 75.0 54.8 39.3 35.7 27.4 22.6 11.9 13.1 8.3 4.8 3.6 - - 

６０歳代 113 82.3 58.4 28.3 26.5 38.1 24.8 10.6 12.4 8.8 10.6 3.5 - 0.9 

７０歳代 80 81.3 60.0 38.8 23.8 25.0 32.5 17.5 5.0 13.8 7.5 7.5 - - 

８０歳以上 18 61.1 66.7 22.2 22.2 33.3 38.9 11.1 16.7 11.1 16.7 11.1 - 5.6 

被害経験あり 106 71.7 49.1 34.9 34.9 27.4 17.9 8.5 14.2 7.5 5.7 7.5 1.9 - 

被害経験なし 306 80.1 55.2 27.1 27.1 24.2 26.1 14.1 11.4 8.8 8.2 3.3 0.7 0.7 

奈良市 87 81.6 41.4 36.8 29.9 23.0 20.7 4.6 8.0 3.4 8.0 5.7 1.1 1.1 

中央こども家庭相談センター管轄地域 130 73.1 51.5 27.7 31.5 29.2 20.0 6.2 16.9 13.1 6.9 3.8 0.8 0.8 

高田こども家庭相談センター管轄地域 151 76.2 58.3 28.5 29.8 19.9 27.2 21.9 10.6 7.9 6.6 2.6 1.3 - 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

77.4 

53.1 

29.5 29.0 25.2 23.8 

12.4 11.9 8.3 7.4 4.3 1.0 0.5 

0

50

100

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=421

■ 今回調査（R4.10） n=420

サ
ン
プ
ル
数

相
談
又
は
相
談
機
関
の

紹
介

被
害
者
お
よ
び
同
伴
者
の
緊

急
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保

及
び
一
時
保
護

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

被
害
者
を
居
住
さ
せ
保
護
す

る
施
設
の
利
用
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
な
ど

自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
を

促
進
す
る
た
め
の

情
報
提
供
な
ど

保
護
命
令
制
度
の
利
用
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
な
ど

知
ら
な
い

無
回
答

420 62.4 57.6 49.8 31.9 21.0 11.7 18.1 1.9 

男性 111 64.9 54.1 55.0 27.0 17.1 11.7 13.5 2.7 

女性 301 62.1 60.1 48.2 33.9 22.9 12.0 19.6 1.3 

２０歳代以下 22 36.4 36.4 50.0 13.6 18.2 4.5 36.4 - 

３０歳代 32 56.3 59.4 46.9 18.8 15.6 15.6 21.9 - 

４０歳代 64 59.4 56.3 45.3 29.7 21.9 10.9 28.1 - 

５０歳代 84 59.5 61.9 51.2 35.7 20.2 14.3 19.0 1.2 

６０歳代 113 70.8 61.1 54.9 38.1 23.9 12.4 12.4 0.9 

７０歳代 80 68.8 62.5 47.5 33.8 23.8 8.8 12.5 3.8 

８０歳以上 18 55.6 38.9 44.4 22.2 11.1 16.7 11.1 11.1 

被害経験あり 106 57.5 53.8 47.2 33.0 16.0 14.2 21.7 1.9 

被害経験なし 306 64.7 59.2 51.0 31.4 22.5 10.8 16.7 1.3 

奈良市 87 55.2 55.2 42.5 28.7 13.8 10.3 25.3 3.4 

中央こども家庭相談センター管轄地域 130 60.0 61.5 49.2 34.6 21.5 13.8 21.5 0.8 

高田こども家庭相談センター管轄地域 151 67.5 57.6 51.7 31.1 23.2 8.6 13.2 0.7 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

72.2
62.9

49.2
39.2

25.2
19.5

10.0 
1.0 

62.4
57.6

49.8

31.9
21

11.7
18.1

1.9

0

50

100

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

支援内容の認知は「相談又は相談機関の紹介」（62.4％）、「被害者および同伴者の緊急時にお
ける安全の確保及び一時保護」（57.6％）、「カウンセリング」（49.8％）が上位である。
前回と比べると支援内容の認知は低下している。
被害経験があるにも関わらず、ない層と比べて相談窓口や、支援内容の認知が低い点は課題と言え
る。

⚫ 支援内容の認知は、「相談又は相談機関の紹介」（62.4％）が最も高く、「被害者および同伴者の緊急時における安全
の確保及び一時保護」（57.6％）、「カウンセリング」（49.8％）が続いている。

⚫ 前回調査と比べると「カウンセリング」以外の支援の認知度は低下している。

⚫ 年齢別でみると、４０代は「知らない」が28.1％と他の年代と比べて高くなっている。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験がある層はない層より「知らない」が5.0ポイント高くなっている。

⚫ 地域別でみると、奈良市は他の地域と比べて「知らない」が高くなっている。

問6．相談した際に受けられる支援を知っていますか。(MA)【問4で「1．知っている」と回答した方】
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「どんな場合でも暴力にあたると思う」行為は「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」、「刃物などを
突きつけて、おどす」がいずれも95％以上で上位である。
前回調査と比べると、いずれの行為も暴力にあたるという認識は上昇している。

⚫ 「どんな場合でも暴力にあたると思う」行為は「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」（96.9％）が最も高く、「刃物など
を突きつけて、おどす」（95.0％）も同程度で高い。一方、「他の異性との会話やメールを許さない」（45.4％）、「大声で
どなる」（49.9％）は暴力であるという認識が50％未満と低い。

⚫ 前回調査と比べると全ての行為で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の比率は上昇している。

問7．あなたは、次のようなことが夫婦の間で行われた場合、それを「暴力」だと思いますか。(SA)

単位：％
（n=953）

無
回
答

Ａ 平手で打つ 2.2 68.7 

Ｂ 足でける 2.0 80.0 

Ｃ
身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる
1.7 92.6 

Ｄ なぐるふりをして、おどす 2.1 57.3 

Ｅ
刃物などを突きつけて、

おどす
1.8 88.8 

Ｆ 大声でどなる 2.2 41.8 

Ｇ
他の異性との会話や

メールを許さない
2.5 35.1 

Ｈ
何を言っても長期間

無視し続ける
2.0 45.2 

Ｉ
交友関係や行き先、
電話・メールなどを

細かく監視する
2.1 47.4 

Ｊ
「誰のおかげで生活
できるんだ」とか、

「かいしょうなし」と言う
1.8 60.0 

Ｋ
家計に必要な生活費を

渡さない
2.0 66.8 

Ｌ
職場に行くことを妨害した

り、外出先を制限する
2.2 70.3 

Ｍ
家族や友人との関わりを

持たせない
2.5 66.3 

Ｎ
嫌がっているのに性的な

行為を強要する
2.0 78.0 

Ｏ 避妊に協力しない 2.5 66.1 

前回調査
「暴力に

あたると思う」
（H29.7)

79.6

87.3

96.9

64.6

95.0

49.9

45.4

53.6

55.3

67.7

73.6

77.5

73.0

87.1

77.1

17.5

10.1

1.2

30.3

2.8

43.2

38.5

34.9

34.1

24.4

19.1

16.7

20.0

9.3

17.2

0.6

0.6

0.3

2.9

0.4

4.6

13.5

9.4

8.5

6.1

5.4

3.6

4.4

1.6

3.1

どんな場合でも暴

力にあたると思う

暴力にあたる場

合も、そうでない

場合もあると思う

暴力にあたると

は思わない
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暴力にあたると思うかについて属性別でみると、男性は女性と比べて多くの行為について暴力にあたる
という認識が低い。また、５０歳代以上から年齢が高くなるほど暴力にあたるという認識が低下する傾
向が多くの行為でみられる。

⚫ 性別でみると、男性は女性と比べて「足でける」を除く全ての行為で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の比率が低い。

⚫ 年齢別でみると、２０歳代以下と４０歳代は「どんな場合でも暴力にあたると思う」行為が他の年代と比べて多い。また、５
０歳代以上から年齢が高くなるにつれて多くの行為において「どんな場合でも暴力にあたると思う」比率が低くなる傾向がやや
みられる。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験がある層はない層と比べて「職場に行くことを妨害したり、外出先を制限する」、「交
友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視する」を「どんな場合でも暴力にあたると思う」比率が高い。

⚫ 年収別でみると、６００万円以上の層は、「どんな場合でも暴力にあたると思う」行為が多い。

※表内は「暴力にあたると思う」スコア

（ｎ） (953) (301) (635) (51) (84) (138) (174) (239) (205) (47) (209) (725) (79) (228) (189) (241) (108) (66) (195) (297) (340)

A 平手で打つ 79.6 79.1 80.2 74.5 77.4 81.9 81.6 82.8 78.0 70.2 80.4 80.4 81.0 78.1 82.5 80.1 77.8 86.4 77.4 80.1 80.6 

B 足でける 87.3 87.7 87.4 78.4 83.3 88.4 88.5 90.4 87.3 85.1 89.0 87.2 87.3 86.8 88.4 85.5 89.8 93.9 87.2 87.5 87.9 

C
身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる
96.9 96.3 97.3 96.1 97.6 97.8 98.3 97.1 97.1 89.4 97.1 97.2 97.5 96.5 96.3 97.5 99.1 97.0 97.9 97.0 95.9 

D なぐるふりをして、おどす 64.6 55.8 68.8 68.6 75.0 81.2 67.2 64.0 52.7 40.4 62.2 65.8 69.6 62.3 64.6 65.6 63.9 69.7 65.6 67.0 62.4 

E
刃物などを突きつけて、

おどす
95.0 93.4 95.9 90.2 98.8 97.1 96.0 95.8 93.7 87.2 95.7 95.2 93.7 94.7 92.1 97.1 97.2 98.5 97.9 94.3 93.8 

F 大声でどなる 49.9 41.2 53.7 43.1 46.4 55.8 52.3 51.0 46.8 42.6 51.2 49.5 50.6 52.2 50.3 47.3 46.3 56.1 49.2 49.8 48.5 

G
他の異性との会話や

メールを許さない
45.4 37.9 49.3 45.1 39.3 47.1 43.7 49.0 46.8 36.2 43.5 46.2 46.8 47.4 47.1 44.4 41.7 45.5 51.3 45.1 42.9 

H
何を言っても長期間

無視し続ける
53.6 47.5 57.0 51.0 47.6 58.0 60.9 56.5 50.7 31.9 50.7 54.6 46.8 54.8 59.8 51.5 52.8 63.6 54.4 54.5 50.9 

I
交友関係や行き先、
電話・メールなどを

細かく監視する
55.3 45.5 60.3 49.0 52.4 57.2 55.2 57.7 57.6 44.7 51.7 57.0 57.0 55.7 60.8 52.7 48.1 56.1 58.5 56.6 51.2 

J
「誰のおかげで生活
できるんだ」とか、

「かいしょうなし」と言う
67.7 62.5 70.6 74.5 69.0 71.7 72.4 68.6 62.4 53.2 64.6 68.6 68.4 67.5 69.3 70.1 65.7 71.2 69.7 67.7 65.6 

K
家計に必要な生活費を

渡さない
73.6 65.1 78.0 78.4 76.2 79.7 75.3 75.7 69.3 53.2 71.3 74.5 74.7 78.9 72.0 69.7 78.7 71.2 74.9 73.7 72.9 

L
職場に行くことを妨害

したり、外出先を制限する
77.5 73.1 80.0 84.3 75.0 80.4 79.9 80.8 73.2 66.0 71.8 79.6 75.9 77.6 76.7 79.7 78.7 78.8 80.0 78.1 75.6 

M
家族や友人との関わりを

持たせない
73.0 68.1 75.7 82.4 75.0 81.9 73.6 77.0 64.9 53.2 68.4 74.6 74.7 75.0 70.4 70.5 75.0 81.8 72.8 74.4 71.2 

N
嫌がっているのに性的な

行為を強要する
87.1 86.7 87.4 92.2 88.1 92.0 89.1 88.7 81.5 76.6 84.2 88.1 87.3 86.4 83.6 88.8 88.9 93.9 88.7 86.5 86.5 

O 避妊に協力しない 77.1 71.1 80.5 92.2 84.5 87.0 79.9 78.7 67.3 48.9 73.7 78.3 82.3 74.6 74.1 76.8 82.4 84.8 79.5 77.8 75.3 

単位：％

地域別

男
性

女
性

２
０
歳
代
以
下

３
０
歳
代

被
害
経
験
あ
り

性別 年齢別
被害経験の

有無別 年収別

６
０
０
万
円
以
上

奈
良
市

中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー

管
轄
地
域

高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー

管
轄
地
域

２
０
０
～

４
０
０
万
円
未

満 ４
０
０
～

６
０
０
万
円
未

満

全
　
体

被
害
経
験
な
し

収
入
な
し

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
～

２
０
０
万
円
未

満４
０
歳
代

５
０
歳
代

６
０
歳
代

７
０
歳
代

８
０
歳
以
上

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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単位：％

全体 n=682

サ
ン
プ
ル
数

夫
婦
喧
嘩
の
範
囲
だ
と

思
う
か
ら

相
手
の
間
違
い
を
正
す

た
め
に
必
要
な
場
合
が

あ
る
と
思
う
か
ら

夫
婦
間
で
は
よ
く
あ
る

こ
と
だ
と
思
う
か
ら

暴
力
を
振
る
わ
れ
た
側

に
も
非
が
あ

っ
た
と
思

う
か
ら

自
分
の
考
え
を
と
お
す

た
め
に
必
要
な
場
合
が

あ
る
と
思
う
か
ら

夫
婦
間
で
は
許
さ
れ
る

と
思
う
か
ら

夫
婦
な
ら

、
相
手
の
行

動
や
交
友
関
係
を
知
る

の
は

（
知
ら
れ
る
の

は

）
当
た
り
前
だ
と
思

う
か
ら

愛
情
表
現
だ
と
思
う
か

ら 一
家
の
大
黒
柱
の
す
る

こ
と
に
は
従
う
べ
き
だ

と
思
う
か
ら

そ
の
他

無
回
答

682 50.7 33.9 29.0 17.4 16.1 15.8 14.8 6.5 1.5 10.1 7.3 

男性 236 54.2 39.8 30.5 17.4 16.1 23.7 13.1 4.7 0.8 10.6 5.5 

女性 435 48.7 30.3 28.0 17.2 15.9 11.0 14.9 7.4 1.8 10.1 8.3 

２０歳代以下 41 41.5 24.4 14.6 17.1 9.8 7.3 9.8 17.1 - 17.1 2.4 

３０歳代 63 52.4 23.8 15.9 11.1 12.7 11.1 12.7 14.3 - 14.3 3.2 

４０歳代 98 45.9 31.6 10.2 10.2 12.2 6.1 11.2 4.1 - 20.4 5.1 

５０歳代 121 51.2 33.9 24.8 15.7 12.4 14.9 18.2 6.6 1.7 13.2 6.6 

６０歳代 175 50.9 36.6 33.7 12.6 15.4 14.3 13.1 5.7 1.1 8.0 10.3 

７０歳代 137 56.2 41.6 44.5 29.9 24.1 22.6 17.5 4.4 2.9 2.2 7.3 

８０歳以上 37 43.2 21.6 45.9 29.7 21.6 40.5 13.5 - 5.4 - 13.5 

被害経験あり 152 44.7 32.2 28.9 21.7 15.8 11.2 15.8 5.9 1.3 14.5 4.6 

被害経験なし 516 52.9 34.3 29.3 15.5 16.3 17.1 14.9 6.4 1.6 8.9 7.8 

奈良市 133 62.4 34.6 29.3 18.8 15.8 15.0 16.5 3.0 0.8 6.0 6.8 

中央こども家庭相談センター管轄地域 206 48.5 33.0 26.2 16.5 17.0 15.5 8.7 7.3 1.9 14.1 6.3 

高田こども家庭相談センター管轄地域 255 51.4 35.3 31.0 18.0 15.7 16.5 18.0 7.5 2.0 10.2 6.7 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

50.7 

33.9 
29.0 

17.4 16.1 15.8 14.8 

6.5 
1.5 

10.1 
7.3 

0

30

60

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

暴力にあたらない、あたらない場合もあるとした理由は、「夫婦喧嘩の範囲だと思うから」（50.7％）、
「相手の間違いを正すために必要な場合があると思うから」（33.9％）、「夫婦間ではよくあることだ
と思うから」（29.0％）が上位である。

性別でみると男性は女性と比べて、夫婦間であれば問題ないという認識や正当であるという認識が高
い。

ＤＶ被害経験がある層は「暴力を振るわれた側にも非があったと思うから」という認識が強い。

⚫ 前問の行為が暴力にあたらない、またはあたらない場合もあると回答した理由は、「夫婦喧嘩の範囲だと思うから」が50.7％
で最も高く、「相手の間違いを正すために必要な場合があると思うから」（33.9％）、「夫婦間ではよくあることだと思うから」
（29.0％）が続いている。

⚫ 性別でみると、男性は「夫婦喧嘩の範囲だと思うから」、「相手の間違いを正すために必要な場合があると思うから」、「夫婦
間では許されると思うから」が女性に比べて高い。

⚫ 年齢別でみると、７０歳代以上の層は「夫婦間ではよくあることだと思うから」「暴力を振るわれた側にも非があったと思うから」
が高い。また、３０歳代以下では「暴力を振るわれた側にも非があったと思うから」が他の年代と比べて高くなっている。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験あり層は、なし層と比べて「暴力を振るわれた側にも非があったと思うから」の比率が
高い。

問8．そのように思ったのはなぜですか。(MA)【問７「Ａ～Ｏ」のいずれかで「1」「2」と回答した方】
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ＤＶ予防・対策の奈良県の取り組みについては、52.6％が「知らない」としており、特に４０歳代以
下の認知度が低い。認知されている取り組みは「奈良県中央こども家庭相談センター（配偶者暴力
相談支援センター）、奈良県高田こども家庭相談センター、奈良県女性センターでの相談」が
24.1％で最も高いが前回調査時と比べて認知度は低下している。

⚫ 奈良県の取り組みで認知されているのは、「奈良県中央こども家庭相談センター（配偶者暴力相談支援センター）、奈良
県高田こども家庭相談センター、奈良県女性センターでの相談」（24.1％）、「センター等でのＤＶからの避難のための支
援」（17.2％）、「ＤＶ被害者やその子ども等に対する心理的ケア」（14.6％）が上位となっているが、「知らない」が
52.6％見られる。前回調査と比べると、「奈良県中央こども家庭相談センター（配偶者暴力相談支援センター）、奈良県
高田こども家庭相談センター、奈良県女性センターでの相談」の認知は12.2ポイント低下している。

⚫ 年齢別でみると、４０歳代以下は「知らない」の比率が高くなっている。

問9．配偶者等からの暴力に対して、予防・対策のために奈良県が取り組んでいることのうち、あなたが
知っているものをお答えください。(MA）

単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=1116

■ 今回調査（R4.10） n=953

サ
ン
プ
ル
数

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

）
、

奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン

タ
ー

、
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談

セ
ン
タ
ー

等
で
の
Ｄ
Ｖ
か
ら
の

避
難
の
た
め
の
支
援

Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
そ
の
子
ど
も
等
に

対
す
る
心
理
的
ケ
ア

女
性
へ
の
暴
力
防
止
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー

（
※
１

）

中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

で
の

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た
支
援

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
周
知
用
カ
ー

ド
の
設
置

高
校
生
等
を
対
象
に
し
た
Ｄ
Ｖ
予
防

啓
発
の
出
前
授
業

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

953 24.1 17.2 14.6 10.6 8.5 6.3 4.1 0.9 52.6 9.0 

男性 301 23.9 14.6 13.3 8.6 9.6 3.7 5.3 0.7 56.5 8.6 

女性 635 24.7 18.4 15.3 11.3 8.2 7.6 3.6 1.1 51.0 8.7 

２０歳代以下 51 23.5 13.7 15.7 5.9 3.9 9.8 11.8 - 60.8 3.9 

３０歳代 84 10.7 13.1 8.3 3.6 2.4 11.9 1.2 - 65.5 3.6 

４０歳代 138 18.1 15.9 11.6 7.2 5.8 11.6 3.6 0.7 58.0 7.2 

５０歳代 174 26.4 21.3 16.7 16.7 8.0 8.0 4.6 1.1 48.3 6.9 

６０歳代 239 27.6 20.9 15.9 13.4 11.7 3.8 5.4 0.8 49.4 8.8 

７０歳代 205 29.3 16.1 16.6 8.3 11.2 2.4 2.0 1.0 51.2 10.7 

８０歳以上 47 23.4 4.3 12.8 10.6 8.5 2.1 4.3 4.3 42.6 25.5 

被害経験あり 209 20.1 18.7 15.3 13.4 9.6 8.6 3.3 2.4 48.3 10.0 

被害経験なし 725 25.7 16.7 13.9 9.4 7.9 5.7 4.3 0.6 54.3 8.3 

奈良市 195 21.5 19.0 15.4 7.7 6.7 5.1 3.1 0.5 54.9 9.2 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 17.2 16.2 14.5 9.1 8.1 6.1 3.4 2.0 55.6 9.1 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 32.1 16.8 13.2 12.6 10.3 5.6 4.4 0.3 50.3 7.4 

単位：％

※1：前回は「女性に対する暴力防止フォーラム」

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

地域別

36.3 

15.4 
11.5 

7.7 9.4 
4.3 3.5 

0.6 

48.0 

8.6 

24.1 

17.2 14.6 
10.6 8.5 6.3 4.1 

0.9 

52.6 

9.0 

0

30

60

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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ＤＶを受けた「経験あり」は21.9％である。「経験あり」は男性と比べて女性の方が高い。

収入がない層は「経験あり」の比率が高い。

⚫ 配偶者や交際相手などからの暴力を受けた「経験あり」は21.9％、「経験なし」は76.1％である。

⚫ 前回調査と比べると「経験あり」は3.0ポイント上昇している。

⚫ 性別でみると、女性は「経験あり」の比率が男性と比べて高い。

⚫ 年収別でみると、「経験あり」が最も高いのは収入なし層（35.4％）である。

問10．あなたはこれまでに、あなたの配偶者や交際相手などから問７のＡ～Ｏのような行為を受けた経験がありますか。(SA)

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

前回調査
（H29.7)

（n=1116）

21.9

18.9

76.1

78.6

2.0

2.5

経験あり 経験なし

２．配偶者等からの暴力について 【被害経験について】

サ
ン
プ
ル
数

経
験
あ
り

経
験
な
し

無
回
答

953 21.9 76.1 2.0 

男性 301 13.6 84.1 2.3 

女性 635 25.7 72.8 1.6 

２０歳代以下 51 21.6 78.4 - 

３０歳代 84 31.0 69.0 - 

４０歳代 138 22.5 76.8 0.7 

５０歳代 174 25.9 71.3 2.9 

６０歳代 239 18.4 79.9 1.7 

７０歳代 205 17.6 79.5 2.9 

８０歳以上 47 21.3 76.6 2.1 

収入なし 79 35.4 63.3 1.3 

１００万円未満 228 22.8 74.6 2.6 

１００～２００万円未満 189 23.3 75.1 1.6 

２００～４００万円未満 241 14.1 84.6 1.2 

４００～６００万円未満 108 18.5 78.7 2.8 

６００万円以上 66 24.2 74.2 1.5 

奈良市 195 19.0 79.0 2.1 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 23.6 74.4 2.0 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 18.2 80.6 1.2 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

年収別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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被害経験が最も高いのは「心理的攻撃」で72.3％。いずれの行為も前回調査時からは低下している。
「身体的暴力」、「性的強要」、「経済的圧迫」は女性における被害経験が高い。

⚫ 暴力の内容別に被害経験をみると、経験が「あった計」は「心理的攻撃」が72.3％で最も高く、「身体的暴力」（55.5％）、
「性的強要」（29.2％）、「経済的圧迫」（22.5％）と続いている。

⚫ 前回調査と比べるといずれの内容も「あった計」の比率は低下している。

⚫ 性別でみると、「心理的攻撃」以外は女性の方が「あった計」の比率が高い。特に「経済的圧迫」、「性的強要」に関しては男
女の差が著しい。

⚫ 年齢別でみると、４０歳代から７０歳代の間で、「身体的暴力」は年齢が高くなるほど「あった計」が高くなる傾向が見られる。

問11．相手から、どのような行為を受けた経験がありますか。(SA)【問10で「1．経験あり」と回答した方】

単位：％
（n=209）

無
回
答

Ａ 身体的暴力 55.5 62.1 

Ｂ 心理的攻撃 72.3 73.4 

Ｃ 経済的圧迫 22.5 26.1 

Ｄ 性的強要 29.2 37.9 

前回調査
「あった計」

（H29.7)

「あった」
計

33.0

18.2

61.7

55.0

36.8

32.1

13.4

17.2

18.7

40.2

9.1

12.0

11.5

9.6

15.8

15.8

まったくない １、２度あった 何度もあった

※表内は「あった計」スコア

（ｎ） (209) (41) (163) (11) (26) (31) (45) (44) (36) (10) (37) (70) (62)

身体的暴力 55.5 39.0 59.5 45.5 42.3 48.4 53.3 59.1 69.4 60.0 51.3 45.8 64.5 

心理的攻撃 72.3 75.6 72.4 72.8 92.3 87.1 75.6 65.9 58.3 50.0 81.1 78.5 61.3 

経済的圧迫 22.5 7.3 26.4 9.1 23.1 25.8 22.2 22.7 27.8 10.0 35.1 21.4 12.9 

性的強要 29.2 7.3 34.9 27.3 11.5 32.3 35.6 31.8 33.3 20.0 29.7 34.3 24.2 

単位：％

全
　
体

性別 年代別

４
０
歳
代

５
０
歳
代

６
０
歳
代

７
０
歳
代

８
０
歳
以
上

地域別

男
性

女
性

２
０
歳
代
以
下

３
０
歳
代

奈
良
市

中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー

管
轄
地
域

高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー

管
轄
地
域

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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単位：％

全体 n=209

サ
ン
プ
ル
数

自
分
に
自
信
が
な
く
な

っ
た

夜

、
眠
れ
な
く
な

っ
た

心
身
に
不
調
を
き
た
し
た

生
き
て
い
る
の
が
嫌
に
な

っ
た
・
死
に
た
く
な

っ
た

加
害
者
や
被
害
時
の
状
況
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な

こ
と
が
き

っ
か
け
で

、
被
害
を
受
け
た
と
き
の

感
覚
が
よ
み
が
え
る

別
居
し
た

人
づ
き
あ
い
が
う
ま
く
い
か
な
く
な

っ
た

誰
の
こ
と
も
信
じ
ら
れ
な
く
な

っ
た

異
性
と
会
う
の
が
怖
く
な

っ
た

携
帯
電
話
の
電
話
番
号
や
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
削
除
し
た
・
変
え
た

仕
事

（
ア
ル
バ
イ
ト

）
を
し
ば
ら
く
休
ん
だ
・

や
め
た
・
転
職
し
た

外
出
す
る
の
が
怖
く
な

っ
た

医
療
機
関
を
受
診
し

、
精
神
疾
患
と
診
断
さ
れ
た

学
校
・
大
学
を
し
ば
ら
く
休
ん
だ
・
や
め
た
・

転
校
し
た

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

209 25.8 24.4 23.0 16.3 16.3 14.4 12.4 10.0 6.7 6.7 6.7 6.2 4.3 0.5 8.6 31.6 3.8 

男性 41 19.5 14.6 9.8 9.8 2.4 17.1 7.3 4.9 2.4 2.4 2.4 2.4 4.9 - 4.9 48.8 4.9 

女性 163 27.0 27.0 26.4 18.4 20.2 14.1 13.5 11.0 8.0 8.0 8.0 7.4 4.3 0.6 9.2 28.2 3.1 

奈良市 37 37.8 21.6 27.0 29.7 18.9 21.6 10.8 18.9 10.8 8.1 2.7 5.4 2.7 - 8.1 27.0 - 

中央こども家庭相談センター管轄地域 70 25.7 30.0 21.4 15.7 18.6 10.0 15.7 10.0 4.3 7.1 10.0 4.3 7.1 1.4 7.1 37.1 1.4 

高田こども家庭相談センター管轄地域 62 21.0 21.0 21.0 11.3 11.3 17.7 9.7 6.5 3.2 4.8 8.1 6.5 3.2 - 9.7 32.3 6.5 

単位：％

全　　　　体

性別

地域別

25.8 24.4 23.0 

16.3 16.3 
14.4 

12.4 
10.0 

6.7 6.7 6.7 6.2 
4.3 

0.5 

8.6 

31.6 

3.8 

0

20

40

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

問12．あなたはこれまでに、相手から受けた問７または問11の行為によって、生活が変わりましたか。(MA)【問10で「1．経験あり」と
回答した方】

ＤＶによる生活の影響は「自分に自信がなくなった」（25.8％）、「夜、眠れなくなった」（24.4％）、
「心身に不調をきたした」（23.0％）が上位である。
性別でみると、男性の約半数は生活の変化は「特にない」としている一方で、女性の約７割は、ＤＶに
よって生活が変わったとしている。

⚫ ＤＶによる生活への影響は「特にない」（31.6％）を除くと、「自分に自信がなくなった」（25.8％）、「夜、眠れなくなっ
た」（24.4％）、「心身に不調をきたした」（23.0％）が上位である。

⚫ 性別でみると、男性に比べて女性は「特にない」の比率が低く、特に「加害者や被害時の状況を思い出させるようなことがきっ
かけで、被害を受けたときの感覚がよみがえる」、「心身に不調をきたした」、「夜、眠れなくなった」などは男性より女性の比率
が高くなっている。
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問13．あなたはこれまでに、問11のＡ～Ｄのような行為について、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。(MA)【問10で「1．経
験あり」と回答した方】

ＤＶについての相談先は「家族や親せきに相談した」（25.8％）、「友人・知人に相談した」
（23.9％）が上位だが、約半数が「どこ（だれ）にも相談しなかった」としており、専門機関や公的
サービスの利用もほとんど見られない。
前回調査と比べると、「家族や親せき」「友人・知人」への相談経験も低下している。

⚫ ＤＶについての相談は「どこ（だれ）にも相談しなかった」（49.3％）が約半数を占めており、最も高くなっている。相談先
では「家族や親せきに相談した」（25.8％）、「友人・知人に相談した」（23.9％）が上位でその他の相談先はいずれも
5％未満とわずかである。

⚫ 前回調査と比べると「家族や親せきに相談した」、「友人・知人に相談した」どちらも10ポイント前後低下しており、「どこ（だ
れ）にも相談しなかった」は7.6ポイント上昇している。

⚫ 性別でみると、男性は「どこ（だれ）にも相談しなかった」が75.6％と女性と比べて高い。

単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=211

■ 今回調査（R4.10） n=209

サ
ン
プ
ル
数

家
族
や
親
せ
き
に
相
談
し
た

友
人
・
知
人
に
相
談
し
た

民
間
の
専
門
家
や
専
門
機
関

（
弁
護
士
・
弁
護
士
会

、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
関

、

民
間
シ

ェ
ル
タ
ー

な
ど

）
に
相
談
し
た

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

）
、
奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー

や

、
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
た

医
療
関
係
者

（
医
師

、
看
護
師
な
ど

）
に

相
談
し
た

警
察
に
連
絡
・
相
談
し
た

市
町
村
窓
口
に
相
談
し
た

（
※
１

）

法
務
局
・
地
方
法
務
局

、

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た

上
記

（
１
～

４

）
以
外
の

公
的
な
機
関
に
相
談
し
た

学
校
関
係
者

（
教
員

、
養
護
教
諭

、

ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど

）
に

相
談
し
た

そ
の
他

ど
こ

（
だ
れ

）
に
も
相
談
し
な
か

っ
た

（
※
２

）

無
回
答

209 25.8 23.9 3.3 2.9 2.9 2.4 1.4 1.0 1.0 - 1.0 49.3 3.3 

男性 41 9.8 7.3 - - 4.9 2.4 2.4 - 2.4 - 2.4 75.6 2.4 

女性 163 30.1 28.8 4.3 3.7 2.5 2.5 1.2 1.2 0.6 - 0.6 42.3 3.1 

奈良市 37 48.6 29.7 5.4 2.7 5.4 2.7 - - - - 2.7 37.8 - 

中央こども家庭相談センター管轄地域 70 18.6 20.0 1.4 4.3 4.3 2.9 2.9 2.9 2.9 - - 58.6 2.9 

高田こども家庭相談センター管轄地域 62 24.2 27.4 3.2 1.6 - 3.2 - - - - 1.6 46.8 4.8 

単位：％

※1：前回は該当する選択肢なし

※2：前回は「どこにも相談しなかった」

全　　　　体

性別

地域別

35.1 36.0 

2.8 3.3 2.8 4.3 
0.5 1.4 1.9 1.9 

41.7 

1.9 

25.8 23.9 

3.3 2.9 2.9 2.4 1.4 1.0 1.0 0.0 1.0 

49.3 

3.3 

0

30

60

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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単位：％

■前回調査（H29.7） n=88

■今回調査（R4.10） n=103

サ
ン
プ
ル
数

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と

思

っ
た

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

っ

た 自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば

、
な
ん
と
か
こ

の
ま
ま
や

っ
て
い
け
る
と
思

っ
た
か
ら

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思

っ
た

自
分
が
受
け
て
い
る
行
為
が
Ｄ
Ｖ
と
認

識
し
て
い
な
か

っ
た

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か

っ
た

恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
か

っ
た

世
間
体
が
悪
い
と
思

っ
た

思
い
出
し
た
く
な
か

っ
た

ど
こ

（
だ
れ

）
に
相
談
し
て
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
か

っ
た

相
談
相
手
の
言
動
に
よ

っ
て
不
快
な
思

い
を
さ
せ
ら
れ
る
と
思

っ
た

相
手
の
行
為
は
愛
情
表
現
だ
と
思

っ
た

相
手
の
仕
返
し
が
怖
か

っ
た

（
も

っ
と

ひ
ど
い
暴
力
や
性
的
な
画
像
の
ば
ら
ま

き
等

）

他
人
に
知
ら
れ
る
と

、
こ
れ
ま
で
通
り

の
付
き
合
い

（
仕
事
な
ど
の
人
間
関

係

）
が
出
来
な
く
な
る
と
思

っ
た

コ
ロ
ナ
禍
で
相
手
が
家
に
お
り

、
相
談

し
た
く
て
も
で
き
な
か

っ
た

そ
の
他

無
回
答

103 43.7 35.0 25.2 25.2 17.5 14.6 13.6 11.7 8.7 6.8 5.8 4.9 3.9 2.9 1.0 5.8 1.0 

男性 31 54.8 45.2 22.6 12.9 32.3 12.9 6.5 3.2 6.5 9.7 3.2 6.5 - 3.2 - 3.2 - 

女性 69 39.1 30.4 26.1 31.9 11.6 14.5 15.9 14.5 10.1 5.8 7.2 4.3 5.8 2.9 1.4 5.8 1.4 

単位：％

全　　　　体

性別

48.9 

36.4 35.2 

23.9 

29.5 

14.8 17.0 15.9 

5.7 

14.8 

8.0 5.7 5.7 
9.1 

5.7 
0.0 

43.7 

35.0 

25.2 25.2 

17.5 
14.6 13.6 11.7 

8.7 6.8 5.8 4.9 3.9 2.9 1.0 
5.8 

1.0 

0

30

60

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

問14．どこ（だれ）にも相談しなかったのはなぜですか。(MA)【問13で「12．どこ（だれ）にも相談しなかった」と回答した方】

相談しなかった理由は「相談するほどのことではないと思った」（43.7％）、「自分にも悪いところがあ
ると思った」（35.0％）、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」
（25.2％）が上位である。

⚫ 相談しなかった理由は「相談するほどのことではないと思った」（43.7％）が最も高く、「自分にも悪いところがあると思った」
（35.0％）、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」（25.2％）が続いている。

⚫ 前回調査と比べると、「自分が受けている行為がＤＶと認識していなかった」、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやって
いけると思ったから」が10ポイント以上低下している。
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問15．行政機関の相談窓口について、相談をしやすくするためには、どのようなことが必要だと思いますか。(MA)【問13で「1」～「11」
のいずれかを回答した方】

相談をしやすくするために必要だと思うことの上位は、「被害者にとって身近な相談窓口を増やす」
（53.5％）、「被害者が相談する場所等について、安全やプライバシーが確保されるように配慮す
る」（46.5％）、「相談窓口（ＳＮＳ相談含む）や支援の内容について、さらに積極的に広報を行
う」（41.4％）である。

単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=211

■ 今回調査（R4.10） n=99

被
害
者
に
と

っ
て
身
近
な

相
談
窓
口
を
増
や
す

被
害
者
が
相
談
す
る
場
所
等
に
つ
い

て

、
安
全
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
確
保

さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る

相
談
窓
口

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
含
む

）
や

支
援
の
内
容
に
つ
い
て

、
さ
ら
に
積

極
的
に
広
報
を
行
う

法
律
や
医
療
の
専
門
相
談
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

夜
間
や
休
日
の
緊
急
対
応
を

充
実
さ
せ
る

被
害
者
や
子
ど
も
を
短
期
保
護
す
る

民
間
施
設
等
を
設
置
す
る

（
※
１

）

バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
手
話

、
外
国
語
に

よ
る
相
談
な
ど

、
様
々
な
相
談
環
境

を
整
備
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

57.8 
52.1 52.1 

25.6 
30.8 30.8 

11.8 

3.3 
9.5 

4.3 

53.5 

46.5 
41.4 

30.3 29.3 

18.2 
15.2 

5.1 3.0 
9.1 

0

30

60

※1：前回は「被害者や子どもを保護してくれる施設を増やす」
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問16．あなたは、相手から、問11のＡ～Ｄのような行為を受けたとき、どうしましたか。(SA)【問10で「1．経験あり」と回答した方】

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=209）

前回調査
（H29.7)
（n=211）

17.7

19.8

43.5

56.1

32.1

20.8

6.7

3.3

相手と別れた
別れたい（別れよ

う）と思ったが、別

れなかった

別れたい（別れよう）

と思わなかった

ＤＶを受けたときの行動は、「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」が43.5％で最も高く、
「別れたい（別れよう）と思わなかった」（32.1％）が続いて、「相手と別れた」のは17.7％と２割に
満たない。前回調査と比べるとＤＶを受けても「別れたいと思わない」が大きく上昇している。
女性の半数以上が「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」としている。

⚫ ＤＶを受けたときの行動は「相手と別れた」が17.7％、「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」が43.5％、「別れ
たい（別れよう）と思わなかった」が32.1％である。

⚫ 前回調査と比べると「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」が12.6ポイント低下し、「別れたい（別れよう）と思わ
なかった」が11.3ポイント上昇している。

⚫ 性別でみると、男性は「別れたい（別れよう）と思わなかった」が61.0％で最も高いのに対し、女性は「別れたい（別れよ
う）と思ったが、別れなかった」が最も高い。

サ
ン
プ
ル
数

相
手
と
別
れ
た

別
れ
た
い

（
別
れ
よ

う

）
と
思

っ
た
が

、
別

れ
な
か

っ
た

別
れ
た
い

（
別
れ
よ

う

）
と
思
わ
な
か

っ
た

無
回
答

209 17.7 43.5 32.1 6.7 

男性 41 12.2 14.6 61.0 12.2 

女性 163 19.6 51.5 24.5 4.3 

奈良市 37 24.3 48.6 18.9 8.1 

中央こども家庭相談センター管轄地域 70 14.3 47.1 34.3 4.3 

高田こども家庭相談センター管轄地域 62 19.4 33.9 41.9 4.8 

単位：％

全　　　　体

性別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=163

■ 今回調査（R4.10） n=158

サ
ン
プ
ル
数

子
ど
も
が
い
る
か
ら

、

子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
た
か
ら

経
済
的
な
不
安
が
あ

っ
た

世
間
体
が
悪
い
と
思

っ
た

相
手
が
変
わ

っ
て
く
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
思

っ
た

こ
れ
以
上
は
繰
り
返
さ
れ
な
い
と

思

っ
た

相
手
が
別
れ
る
こ
と
に

同
意
し
な
か

っ
た

相
手
に
は
自
分
が
必
要
だ
と

思

っ
た

相
手
の
仕
返
し
が
怖
か

っ
た

（
も

っ
と
ひ
ど
い
暴
力
や
性
的
な
画

像
の
ば
ら
ま
き
等

）

周
囲
の
人
か
ら
別
れ
る
こ
と
に

反
対
さ
れ
た

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
働
き
に
く
く
な

り

、
経
済
的
な
不
安
が
あ

っ
た

（
※
１

）

そ
の
他

無
回
答

158 48.7 36.7 19.0 13.9 12.7 10.1 9.5 7.0 6.3 0.6 24.7 2.5 

男性 31 32.3 6.5 9.7 16.1 9.7 6.5 22.6 - - - 35.5 6.5 

女性 124 52.4 45.2 21.0 13.7 13.7 11.3 5.6 8.9 8.1 0.8 21.0 1.6 

奈良市 25 56.0 36.0 16.0 20.0 4.0 12.0 4.0 8.0 20.0 - 20.0 4.0 

中央こども家庭相談センター管轄地域 57 49.1 38.6 19.3 21.1 19.3 15.8 12.3 12.3 7.0 - 21.1 3.5 

高田こども家庭相談センター管轄地域 47 38.3 31.9 17.0 8.5 12.8 8.5 10.6 4.3 - - 29.8 - 

単位：％

全　　　　体

性別

地域別

60.1 

33.7 

13.5 
18.4 17.8 

11.7 
12.9 

4.3 4.9 
17.8 

3.1 

48.7 

36.7 

19.0 13.9 12.7 10.1 
9.5 7.0 6.3 

0.6 

24.7 

2.5 

0

40

80

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

問17．あなたが、相手と別れなかった理由は何ですか。(MA)【問16で「2」「3」と回答した方】

相手と別れなかった理由は、「子どもがいるから、子どものことを考えたから」（48.7％）、「経済的な
不安があった」（36.7％）、「世間体が悪いと思った」（19.0％）が上位である。
男性は「相手には自分が必要だと思った」、女性は「経済的な不安があった」の比率がそれぞれ高い。

⚫ 相手と別れなかった理由は、「子どもがいるから、子どものことを考えたから」が48.7％で最も高く、「経済的な不安があった」
（36.7％）、「世間体が悪いと思った」（19.0％）が続いている。

⚫ 前回調査と比べると「子どもがいるから、子どものことを考えたから」は11.4ポイント、「これ以上は繰り返されないと思った」は
5.1ポイント低下している一方、「世間体が悪いと思った」は5.5ポイント上昇している。

⚫ 性別でみると男性は「相手には自分が必要だと思った」、女性は「経済的な不安があった」が「子どもがいるから、子どものことを
考えたから」に次いで比率が高い。（「その他」は除く）

※1：前回はなし
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問18．あなたは、相手から、現在も、問11のＡ～Ｄのような行為を受けていますか。(SA)【問10で「1．経験あり」と回答した方

ＤＶを「現在は受けてない」が77.5％を占めており、前回調査時から8.3ポイント上昇している。

⚫ ＤＶについて「現在は、受けていない」が77.5％、「現在も受けている」が15.8％である。

⚫ 前回調査と比べて「現在は、受けていない」8.3ポイント上昇している。

⚫ 地域別でみると、奈良市は「現在も受けている」が24.3％と他のエリアと比べて高い。

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=209）

前回調査
（H29.7)
（n=211）

77.5

69.2

15.8

24.2

6.7

6.6

現在は、受け

ていない

現在も、受けて

いる

サ
ン
プ
ル
数

現
在
は

、
受
け
て
い
な

い 現
在
も

、
受
け
て
い
る

無
回
答

209 77.5 15.8 6.7 

男性 41 73.2 17.1 9.8 

女性 163 78.5 16.0 5.5 

奈良市 37 73.0 24.3 2.7 

中央こども家庭相談センター管轄地域 70 78.6 14.3 7.1 

高田こども家庭相談センター管轄地域 62 80.6 12.9 6.5 

単位：％

全　　　　体

性別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問19．問11のＡ～Ｄのような行為を受けなくなった理由は何だと思いますか。(MA)【問18で「1．現在は受けていない」と回答した方】

ＤＶを受けくなった理由は「相手と別れ（離婚し）たことで、会うことがなくなった」が27.8％が高いが、
「特に理由はない」が34.6％で最も高い。

⚫ ＤＶを受けなくなぅた理由は「特に理由はない」が34.6％見られるが、それを除くと「相手と別れ（離婚し）たことで、会うこと
がなくなった」が27.8％で最も高く、「一時期、距離を置いた」（11.1％）、「親族・知人が仲裁に入った」（6.2％）が続
いている。

⚫ 性別でみると、男性は「特に理由はない」が高く、女性は「一時期、距離を置いた」の比率が高い。

単位：％

全体 n=162

サ
ン
プ
ル
数

相
手
と
別
れ

（
離
婚
し

）
た
こ
と
で

、

会
う
こ
と
が
な
く
な

っ
た

一
時
期

、
距
離
を
置
い
た

親
族
・
知
人
が
仲
裁
に
入

っ
た

警
察
に
被
害
届
を
提
出
し
た

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

）
、
奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー

や

、
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
た

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

162 27.8 11.1 6.2 1.2 0.6 24.7 34.6 3.1 

男性 30 26.7 3.3 - - - 10.0 60.0 - 

女性 128 28.9 12.5 7.8 1.6 0.8 28.9 28.1 3.1 

単位：％

全　　　　体

性別

27.8 

11.1 

6.2 

1.2 0.6 

24.7 

34.6 

3.1 

0

20

40

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問20．あなたはこれまでに、あなたの配偶者や交際相手に対して、問7のＡ～Ｏのような行為を行った経験がありますか。(SA)

２．配偶者等からの暴力について 【加害経験について】

ＤＶの加害「経験あり」は16.3％である。男性の加害経験あり率は24.6％で女性の２倍。また、自
身がＤＶ被害経験がある層の加害経験は39.7％と非常に高い。

⚫ ＤＶの加害「経験あり」は16.3％、「経験なし」は79.4％である。

⚫ 前回調査と比べると、「経験あり」が4.2ポイント上昇している。

⚫ 性別でみると、男性は「経験あり」が24.6％と女性と比べて非常に高い。

⚫ 被害経験別でみると、被害経験がある層は加害「経験あり」が39.7％と被害経験なし層と比べて30ポイント近く高くなってい
る。

⚫ 年収別でみると、収入なしを除くと年収が高くなるほど「経験あり」の比率が高くなる傾向が見られる。

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

前回調査
（H29.7)

（n=1116）

16.3

12.1

79.4

82.3

4.3

5.6

経験あり 経験なし

サ
ン
プ
ル
数

経
験
あ
り

経
験
な
し

無
回
答

953 16.3 79.4 4.3 

男性 301 24.6 70.1 5.3 

女性 635 12.3 84.3 3.5 

２０歳代以下 51 11.8 86.3 2.0 

３０歳代 84 15.5 83.3 1.2 

４０歳代 138 17.4 82.6 - 

５０歳代 174 16.1 79.3 4.6 

６０歳代 239 17.2 80.3 2.5 

７０歳代 205 16.6 76.1 7.3 

８０歳以上 47 14.9 70.2 14.9 

被害経験あり 209 39.7 54.1 6.2 

被害経験なし 725 9.9 88.4 1.7 

収入なし 79 15.2 79.7 5.1 

１００万円未満 228 12.7 82.9 4.4 

１００～２００万円未満 189 13.8 82.0 4.2 

２００～４００万円未満 241 17.8 78.4 3.7 

４００～６００万円未満 108 19.4 77.8 2.8 

６００万円以上 66 25.8 72.7 1.5 

奈良市 195 15.4 82.1 2.6 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 17.2 77.8 5.1 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 14.4 82.1 3.5 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

年収別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問21．相手に対して、具体的にどのような行為を行いましたか。(MA)【問20で「1．経験あり」と回答した方】

行ったＤＶ行為は「大声でどなる」が79.4％と突出しており、「平手で打つ」（24.5％）、「何を言っ
ても長期間無視し続ける」（21.9％）が続いている。

男性は「大声でどなる」、「なぐるふりをして、おどす」が女性と比べて高く、女性は「何を言っても長期間
無視し続ける」、「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」が男性よりも高い。

⚫ 行ったＤＶ行為は、「大声でどなる」が79.4％で突出して高く、「平手で打つ」（24.5％）、「何を言っても長期間無視し続
ける」（21.9％）が続いている。

⚫ 前回調査と比べると、「大声でどなる」が9.0ポイント、「なぐるふりをして、おどす」が7.0ポイント上昇しており、一方で「足でけ
る」は7.6ポイント、「平手で打つ」は7.4ポイント低下している。

⚫ 性別で見ると、男性は女性と比べて、「大声でどなる」、「なぐるふりをして、おどす」の比率が高く、女性は「何を言っても長期
間無視し続ける」、「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」の比率が男性と比べて高い。

単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=135

■ 今回調査（R4.10） n=155

サ
ン
プ
ル
数

大
声
で
ど
な
る

平
手
で
打
つ

何
を
言

っ
て
も
長
期
間

無
視
し
続
け
る

な
ぐ
る
ふ
り
を
し
て

、
お
ど
す

足
で
け
る

交
友
関
係
や
行
き
先

、
電
話
・

メ
ー

ル
な
ど
を
細
か
く
監
視
す
る

「
誰
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
て
い
る

ん
だ

」
と
か

、

「
か
い
し
ょ
う
な

し

」
と
言
う

身
体
を
傷
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る

物
で
な
ぐ
る

刃
物
な
ど
を
突
き
つ
け
て
お
ど
す

他
の
異
性
と
の
会
話
や
メ
ー

ル
を

許
さ
な
い

嫌
が

っ
て
い
る
の
に
性
的
な
行
為
を

強
要
す
る

家
計
に
必
要
な
生
活
費
を
渡
さ
な
い

職
場
に
行
く
こ
と
を
妨
害
し
た
り

、

外
出
先
を
制
限
す
る

家
族
や
友
人
と
の
関
わ
り
を

持
た
せ
な
い

避
妊
に
協
力
し
な
い

そ
の
他

無
回
答

155 79.4 24.5 21.9 17.4 16.8 4.5 3.9 2.6 1.9 1.9 1.9 1.3 - - - 1.3 - 

男性 74 90.5 24.3 12.2 23.0 13.5 4.1 4.1 - 1.4 1.4 1.4 1.4 - - - 1.4 - 

女性 78 70.5 23.1 30.8 10.3 16.7 3.8 3.8 5.1 2.6 2.6 1.3 1.3 - - - 1.3 - 

被害経験あり 83 79.5 25.3 28.9 18.1 19.3 3.6 6.0 4.8 2.4 2.4 2.4 1.2 - - - 2.4 - 

被害経験なし 72 79.2 23.6 13.9 16.7 13.9 5.6 1.4 - 1.4 1.4 1.4 1.4 - - - - - 

奈良市 30 73.3 23.3 20.0 10.0 16.7 6.7 6.7 3.3 3.3 6.7 3.3 3.3 - - - 3.3 - 

中央こども家庭相談センター管轄地域 51 82.4 27.5 27.5 15.7 15.7 3.9 3.9 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 - - - - - 

高田こども家庭相談センター管轄地域 49 79.6 22.4 16.3 22.4 18.4 4.1 4.1 2.0 2.0 - 2.0 - - - - 2.0 - 

単位：％

全　　　　体

性別

被害経験の
有無別

地域別

70.4 

31.9 

18.5 10.4 

24.4 

4.4 7.4 3.7 1.5 5.2 2.2 2.2 0.7 0.0 0.7 
5.2 2.2 

79.4 

24.5 21.9 
17.4 16.8 

4.5 3.9 2.6 1.9 1.9 1.9 1.3 - - - 1.3 -
0

50

100

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問22．あなたが、問21で選択したような行為を行った理由またはきっかけは何ですか。(MA)【問20で「1．経験あり」と回答した方】

ＤＶ行為を行った理由は「ついカッとなってやってしまった」（49.0％）、「相手の間違いを正そうとし
た」（34.2％）、「相手がそうされても仕方のないことをした」（31.0％）が上位である。
男性は「ついカッとなってやってしまった」が最も高いが、女性は「相手がそうされても仕方のないことをし
た」が最も高い。
ＤＶ被害経験がある層はない層に比べて「相手が自分に対して危害を加えてきたので身を守ろうとし
た」の比率が高い。

⚫ ＤＶ行為を行った理由、きっかけは「ついカッとなってやってしまった」が49.0％で最も高く、「相手の間違いを正そうとした」
（34.2％）、「相手がそうされても仕方のないことをした」（31.0％）が続いている。

⚫ 前回調査と比べると、「ついカッとなってやってしまった」が6.0ポイント上昇しており、一方で、「相手の間違いを正そうとした」は
5.8ポイント低下している。

⚫ 性別でみると、男性は「ついカッとなってやってしまった」が62.2％で最も高いが、女性は「相手がそうされても仕方のないことを
した」が最も高くなっている。また女性は男性より「相手がそうされても仕方のないことをした」、「相手が自分に対して危害を加
えてきたので身を守ろうとした」の比率が5ポイント以上高い。

⚫ 被害経験の有無別でみると、「相手が自分に対して危害を加えてきたので身を守ろうとした」が被害経験なし層が1.4％とわ
ずかであるのに対し、あり層では21.7％と大きな差が見られる。

単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=135

■ 今回調査（R4.10） n=155

サ
ン
プ
ル
数

つ
い
カ

ッ
と
な

っ
て

や

っ
て
し
ま

っ
た

相
手
の
間
違
い
を
正
そ

う
と
し
た

相
手
が
そ
う
さ
れ
て
も

仕
方
の
な
い
こ
と
を
し

た 仕
事
や
日
常
生
活
の
ス

ト
レ
ス
が

溜
ま

っ
て
い
た

相
手
が
自
分
に
対
し
て

危
害
を
加
え
て
き
た
の

で
身
を
守
ろ
う
と
し
た

酒
を
飲
ん
で
い
た

親
し
い
関
係
の
た
め
こ

う
し
た
行
為
は
当
然
の

こ
と
だ
と
思

っ
て
い
た

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

、

家
に
い
る
機
会
が
増
え

た

（
※
１

）

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

155 49.0 34.2 31.0 15.5 12.3 5.2 2.6 0.6 7.1 1.9 1.3 

男性 74 62.2 35.1 21.6 12.2 8.1 5.4 2.7 - 6.8 1.4 1.4 

女性 78 37.2 34.6 39.7 16.7 15.4 5.1 2.6 1.3 7.7 2.6 1.3 

被害経験あり 83 45.8 37.3 38.6 19.3 21.7 7.2 2.4 1.2 7.2 2.4 2.4 

被害経験なし 72 52.8 30.6 22.2 11.1 1.4 2.8 2.8 - 6.9 1.4 - 

奈良市 30 30.0 40.0 30.0 16.7 10.0 6.7 3.3 - 16.7 - 3.3 

中央こども家庭相談センター管轄地域 51 52.9 43.1 43.1 13.7 9.8 3.9 2.0 2.0 3.9 3.9 2.0 

高田こども家庭相談センター管轄地域 49 57.1 30.6 24.5 16.3 18.4 4.1 2.0 - 4.1 - - 

単位：％

※1：前回はなし

全　　　　体

性別

被害経験の
有無別

地域別

43.0 
40.0 

32.6 

17.8 

11.1 
4.4 6.7 

11.9 

2.2 

19.5 

49.0 

34.2 

31.0 

15.5 12.3 

5.2 2.6 0.6 
7.1 

1.9 1.3 

0

30

60

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問23．あなたは、現在も、問21で選択したような行為を行っていますか。(SA)【問20で「1．経験あり」と回答した方】

ＤＶを「現在は、行っていない」は78.1％、「現在も、行うことがある」が18.7％で、前回調査と比べ
ると現在は、行っていない」は5.5ポイント上昇している。
被害経験がある層はない層と比べて「現在も、行うことがある」比率が高い。

⚫ ＤＶを「現在は、行っていない」は78.1％、「現在も、行うことがある」が18.7％である。

⚫ 前回調査と比べると、「現在は、行っていない」は5.5ポイント上昇している。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験あり層は、「現在も、行うことがある」が22.9％となし層と比べて高い。

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=155）

前回調査
（H29.7)
（n=135）

78.1

72.6

18.7

25.2

3.2

2.2

現在は、行って

いない

現在も、行うこと

がある

サ
ン
プ
ル
数

現
在
は

、
行

っ
て
い
な

い 現
在
も

、
行
う
こ
と
が

あ
る

無
回
答

155 78.1 18.7 3.2 

男性 74 78.4 18.9 2.7 

女性 78 76.9 19.2 3.8 

被害経験あり 83 71.1 22.9 6.0 

被害経験なし 72 86.1 13.9 - 

奈良市 30 76.7 20.0 3.3 

中央こども家庭相談センター管轄地域 51 74.5 21.6 3.9 

高田こども家庭相談センター管轄地域 49 77.6 20.4 2.0 

単位：％

全　　　　体

性別

被害経験の
有無別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問24．問21で選択したような行為を行わなくなった理由は何だと思いますか。(MA)【問23で「1．現在は、行っていない」と回答した方】

ＤＶ行為を行わなくなった理由は、「特に理由はない」が35.5％、「相手と別れ（離婚し）たことで、
会うことがなくなった」が15.7％見られた。最も比率が高い「その他」の内容をみると、「反省したから」、
「年齢とともに落ち着いたから」が上位である。

⚫ ＤＶ行為を行わなくなった理由は「その他」（38.0％）、「特に理由はない」（35.5％）を除くと、「相手と別れ（離婚
し）たことで、会うことがなくなった」が15.7％で最も高く、「一時期、距離を置いた」（8.3％）、「親族・知人が仲裁に入っ
た」（4.1％）が続いている。

⚫ 「その他」が38.0％と最も高く、その回答を内容別に分類したところ、「反省したから」（9件）が最も多く、「年齢とともに落ち
着いたから」（8件）、「ケンカをしなくなったから」、「相手の悪いところが改善されたから」（4件）が続いている。

単位：％

全体 n=121

サ
ン
プ
ル
数

相
手
と
別
れ

（
離
婚
し

）
た
こ
と
で

、
会
う
こ

と
が
な
く
な

っ
た

一
時
期

、
距
離
を
置
い
た

親
族
・
知
人
が
仲
裁
に
入

っ
た

警
察
に
被
害
届
が
提
出
さ
れ
た

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

（
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

）
、
奈
良
県
高

田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

や

、
奈
良
県
女

性
セ
ン
タ
ー

へ
被
害
者
が
相
談
し
た

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

121 15.7 8.3 4.1 1.7 - 38.0 35.5 4.1 

男性 58 13.8 5.2 1.7 - - 34.5 43.1 3.4 

女性 60 18.3 10.0 6.7 3.3 - 43.3 28.3 3.3 

被害経験あり 59 20.3 13.6 6.8 3.4 - 30.5 35.6 5.1 

被害経験なし 62 11.3 3.2 1.6 - - 45.2 35.5 3.2 

単位：％

全　　　　体

性別

被害経験の
有無別

15.7 

8.3 
4.1 

1.7 -

38.0 
35.5 

4.1 

0

20

40

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

【「その他」回答内容 （内容別に分類、上位抜粋）】
「反省したから」（9件）
「年齢とともに落ち着いたから」（8件）
「ケンカをしなくなったから」（4件）
「相手の悪いところが改善されたから」（4件）
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問25．あなたの家族、親戚、友人、知人など身近な人の中で配偶者や交際相手から問7のＡ～Ｏのような行為を受けている人、もしく
は過去に受けた人はいますか。(SA)

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

前回調査
（H29.7)

（n=1116）

20.6

22.0

75.9

73.5

3.6

4.6

いる いない

３．友人や家族などからのＤＶに関する相談について

ＤＶを受けている人が身近に「いる」のは20.6％、「いない」は75.9％である。
女性、３０～５０歳代、被害経験あり層、奈良市居住者で「いる」比率が他層と比べて高い。

⚫ 身近な人でＤＶ行為を受けている、過去に受けていた人は、「いる」が20.6％、「いない」が75.9％である。

⚫ 性別でみると、男性と比べて女性は「いる」の比率が高い。

⚫ 年齢別でみると、３０歳代～５０歳代では「いる」比率が高めだが、６０歳代以上から低下する傾向がみられる。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験があり層は、「いる」比率がなし層と比べて高い。

⚫ 地域別でみると、奈良市は他の地域と比べて「いる」比率が高い。

サ
ン
プ
ル
数

い
る

い
な
い

無
回
答

953 20.6 75.9 3.6 

男性 301 14.6 80.7 4.7 

女性 635 23.5 74.2 2.4 

２０歳代以下 51 21.6 74.5 3.9 

３０歳代 84 29.8 69.0 1.2 

４０歳代 138 26.1 73.2 0.7 

５０歳代 174 28.7 69.5 1.7 

６０歳代 239 16.3 80.3 3.3 

７０歳代 205 14.1 81.5 4.4 

８０歳以上 47 6.4 83.0 10.6 

被害経験あり 209 29.7 63.6 6.7 

被害経験なし 725 18.1 80.3 1.7 

収入なし 79 19.0 77.2 3.8 

１００万円未満 228 19.3 78.5 2.2 

１００～２００万円未満 189 21.2 76.7 2.1 

２００～４００万円未満 241 20.7 76.3 2.9 

４００～６００万円未満 108 26.9 69.4 3.7 

６００万円以上 66 16.7 81.8 1.5 

奈良市 195 25.1 71.8 3.1 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 19.5 77.4 3.0 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 18.5 79.1 2.4 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

年収別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=196）

前回調査
（H29.7)
（n=245）

42.9

42.9

57.1

57.1

ある ない

問26．あなたは、問７のＡ～Ｏのような行為を受けている人から、相談を受けたことがありますか。(SA)
【問25で「1．いる」と回答した方】

相談を受けた経験が「ある」のは42.9％、「ない」は57.1％である。
自身もＤＶ被害経験がある層は相談を受けた経験が58.1％と高い。

⚫ ＤＶを受けている人から相談を受けた経験が「ある」のは42.9％、「ない」が57.1％である。

⚫ 性別でみると、女性は男性より「ある」比率が高い。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験あり層は「ある」の比率がなし層と比べて高い。

サ
ン
プ
ル
数

あ
る

な
い

無
回
答

196 42.9 57.1 - 

男性 44 20.5 79.5 - 

女性 149 48.3 51.7 - 

被害経験あり 62 58.1 41.9 - 

被害経験なし 131 34.4 65.6 - 

奈良市 49 44.9 55.1 - 

中央こども家庭相談センター管轄地域 58 46.6 53.4 - 

高田こども家庭相談センター管轄地域 63 42.9 57.1 - 

単位：％

全　　　　体

性別

被害経験の
有無別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問27．あなたが、相談を受けるに至った経緯についてご記入ください。 (FA)
【問26で「1．ある」と回答した方】

相談を受けた経緯を自由記述形式で回答してもらい、内容別に分類したところ、最も多かったのは「被
害者から相談を受けた」（21件）で、「ＤＶの行為を実際に見た、異変を感じた」（12件）、「仲が
良かったから、家族だったから話を聞けた」、「日常の会話の中でそういう話題になった」（いずれも10
件）が続いてる。

単位：件

全体 n=84

被
害
者
か
ら
相
談
を
受
け
た

Ｄ
Ｖ
の
行
為
を
実
際
に
見
た

、

異
変
を
感
じ
た

仲
が
良
か

っ
た
か
ら

、

家
族
だ

っ
た
か
ら
話
を
聞
け
た

日
常
の
会
話
の
中
で

そ
う
い
う
話
題
に
な

っ
た

そ
の
他

無
回
答

21 

12 
10 10 

4 

27 

0

20

40

【具体的な回答内容 （代表的なご意見を抜粋）】

「被害者から相談を受けた」（21件）
・その人の父が酒飲みで暴れたということで相談してきた
・娘婿が怒鳴ると相談あり

「ＤＶの行為を実際に見た、異変を感じた」（12件）
・その場に一緒にいた
・悩んでいるようだったので｢どうしたの？｣と聞いてみました

「仲が良かったから、家族だったから話を聞けた」（10件）
・仲が良いから
・身内だったから

「日常の会話の中でそういう話題になった」（10件）
・雑談の中で
・相談と言うより、日常的な会話として内容を知った
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問28．あなたが、相談を受けた後にとった行動についてお答えください。(MA)【問26で「1．ある」と回答した方】

問29．あなたは、相談を受けて、アドバイスや対応などをするために参考としたものはありますか。(MA)【問26で「1．ある」と回答した
方】

単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=105

■ 今回調査（R4.10） n=84

被
害
者
の
保
護
や

、

家
を
出
る
こ
と
を
援
助
し
た

ど
う
対
応
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず

、

何
も
で
き
な
か

っ
た

被
害
者
に
相
談
機
関
な
ど
を

紹
介
し
た

加
害
者
に
暴
力
を
や
め
る
よ
う
に

話
を
し
た

他
人
の
こ
と
な
の
で
口
出
し

す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い

、

何
も
し
な
か

っ
た

被
害
者
と
一
緒
に
病
院
や

相
談
機
関
に
行

っ
た

何
も
す
る
必
要
が
な
い
と
思

っ
た

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
く

な
か

っ
た
た
め

、
何
も
し
な
か

っ
た

市
町
村
に
相
談
し
た

（
※
１

）

警
察
に
相
談
ま
た
は
通
報
し
た

（
※
２

）

被
害
者
に
我
慢
す
る
よ
う
に

話
を
し
た

そ
の
他

無
回
答

21.0 21.0 
17.1 18.1 

5.7 
1.9 

3.8 
1.0 

2.9 3.8 

33.3 

1.0 

29.8 

22.6 

17.9 
15.5 

9.5 8.3 7.1 6.0 4.8 
2.4 

-

19.0 

1.2 

0

20

40

※1：前回はなし
※2：前回は「警察に相談した」と「警察に通報した」が別選択肢としてあった（「警察に通報した」は0％であったため、「警察に相談した」の数値を掲載）

単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=105

■ 今回調査（R4.10） n=84

相
談
窓
口

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
に
よ
る
情
報

（
※
１

）

被
害
経
験
者
の
意
見

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
書
籍
等

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

（
※
２

）

そ
の
他

無
回
答

16.2 
11.4 9.5 

5.7 

23.8 

47.6 

15.5 14.3 
9.5 9.5 

2.4 

29.8 28.6 

0

30

60

※1：前回はなし
※2：前回は「ＤＶに関する講座・フォーラム」

相談を受けた後にとった行動は、「被害者の保護や、家を出ることを援助した」が29.8％で最も高く、
「どう対応してよいか分からず、何もできなかった」(22.6％)、「被害者に相談機関などを紹介した」
(17.9％)が続いている。

前回調査と比較すると、「被害者の保護や、家を出ることを援助した」が8.8ポイント上昇している。

アドバイスや対応をするために参考にしたものは、「その他」を除いて「相談窓口」が15.5％で最も高く、
「ＤＶに関するインターネットによる情報」（14.3％）、「被害経験者の意見」（9.5％）が上位であ
る。
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単位：％

■ 前回調査（H29.7） n=1116

■ 今回調査（R4.10） n=953

サ
ン
プ
ル
数

加
害
者
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す

た
め
の
経
済
的
な
支
援

夜
間
や
休
日
な
ど

、

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
窓
口

地
域
の
中
で
身
近
に

相
談
で
き
る
窓
口

同
性
の
相
談
員
な
ど

、

相
談
し
や
す
い
窓
口

加
害
者
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す

た
め
の
住
宅
の
確
保

一
時
的
に
加
害
者
か
ら

逃
れ
ら
れ
る
場

心
の
ケ
ア
の
た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

法
律
の
制
度
な
ど
の

専
門
的
な
相
談
窓
口

警
察
官
な
ど
に
よ
る
介
入

子
ど
も
の
保
育
や

教
育
へ
の
支
援

就
業
支
援

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
た

人
た
ち
と
話
せ
る
場

加
害
者
へ
の
更
生
に

向
け
た
働
き
か
け

（
※
１

）

そ
の
他

無
回
答

953 59.0 58.7 58.0 56.3 53.4 52.9 50.2 47.5 44.1 40.3 36.7 36.6 28.5 23.2 1.9 3.4 

男性 301 52.2 55.5 62.8 52.5 41.2 47.8 43.2 41.5 43.2 43.2 30.6 27.9 25.2 19.9 1.7 1.3 

女性 635 63.1 61.3 56.7 58.7 59.8 56.2 53.9 51.0 44.9 39.5 40.2 41.6 30.7 25.2 2.0 3.1 

２０歳代以下 51 58.8 60.8 47.1 54.9 58.8 49.0 62.7 58.8 35.3 43.1 43.1 25.5 17.6 31.4 3.9 - 

３０歳代 84 60.7 64.3 52.4 57.1 59.5 52.4 46.4 57.1 39.3 50.0 44.0 33.3 34.5 25.0 2.4 2.4 

４０歳代 138 69.6 65.9 56.5 52.9 68.8 57.2 54.3 64.5 50.0 50.7 47.8 38.4 28.3 22.5 2.2 - 

５０歳代 174 63.2 65.5 58.0 62.1 59.8 59.8 52.9 47.7 48.3 48.3 37.9 42.0 29.9 24.7 2.3 0.6 

６０歳代 239 62.8 62.8 61.9 61.9 53.6 54.8 54.0 44.8 47.7 38.5 35.1 40.2 31.0 22.6 - 1.3 

７０歳代 205 49.8 48.3 59.5 51.7 40.0 50.2 43.9 39.0 41.0 28.8 30.7 35.1 28.8 22.0 3.4 7.3 

８０歳以上 47 40.4 38.3 68.1 42.6 34.0 34.0 34.0 27.7 34.0 27.7 19.1 27.7 19.1 23.4 - 6.4 

被害経験あり 209 50.2 39.7 51.2 49.8 45.5 45.9 42.1 36.4 36.4 27.8 30.6 30.1 30.1 17.2 3.3 6.2 

被害経験なし 725 62.2 65.0 60.6 58.6 56.4 55.0 53.1 51.2 46.6 44.4 39.0 38.8 28.4 25.4 1.5 1.8 

収入なし 79 57.0 58.2 58.2 58.2 51.9 41.8 46.8 45.6 45.6 41.8 35.4 32.9 32.9 20.3 1.3 5.1 

１００万円未満 228 62.3 55.7 57.5 58.3 54.8 54.4 51.8 46.5 43.9 34.2 35.5 41.7 32.9 24.6 1.3 3.1 

１００～２００万円未満 189 58.7 59.8 60.8 55.6 56.1 56.6 55.0 50.3 47.1 42.3 40.7 39.2 32.3 25.9 2.1 3.7 

２００～４００万円未満 241 60.2 62.2 58.9 55.6 54.8 55.2 46.1 43.6 45.6 40.2 35.3 36.5 23.7 20.7 1.2 0.8 

４００～６００万円未満 108 54.6 61.1 59.3 54.6 50.9 50.0 47.2 57.4 39.8 46.3 41.7 28.7 22.2 22.2 1.9 0.9 

６００万円以上 66 63.6 57.6 56.1 63.6 48.5 57.6 56.1 48.5 50.0 51.5 37.9 39.4 30.3 30.3 3.0 1.5 

奈良市 195 62.6 61.5 60.5 61.0 53.8 59.0 52.8 49.7 45.1 40.5 39.0 40.5 27.7 23.6 1.0 1.5 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 57.2 59.3 57.6 55.6 53.2 49.5 48.8 47.8 45.1 40.7 36.0 36.0 30.3 22.6 2.4 2.7 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 60.3 60.6 60.3 55.9 55.0 55.0 51.2 47.1 45.9 42.6 38.5 37.4 29.7 25.0 1.8 2.4 

単位：％

※1：前回は「加害者への教育」

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

年収別

地域別

51.0 55.9 54.4 55.1 48.4 46.8 
42.9 44.9 

41.7 
38.3 35.8 

32.8 31.9 
27.4 

1.9 4.5 

59.0 58.7 58.0 56.3 53.4 52.9 50.2 47.5 44.1 
40.3 

36.7 36.6 

28.5 23.2 

1.9 3.4 

0

40

80

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い

問30．配偶者などからの暴力を受けた被害者への支援について、どのようなことが重要と思われますか。(MA)

４．その他

配偶者などからの暴力を受けた被害者への支援について、重要だと思うことは、「加害者から離れて暮
らすための経済的な支援」（59.0％）、「夜間や休日など、いつでも相談できる窓口」（58.7％）、
「地域の中で身近に相談できる窓口」（58.0％）が上位である。
20歳代以下の層は、心のケアを需要とする比率が高い。

⚫ 配偶者などからの暴力を受けた被害者への支援について、重要だと思うことは、「加害者から離れて暮らすための経済的な支
援」（59.0％）、「夜間や休日など、いつでも相談できる窓口」（58.7％）、「地域の中で身近に相談できる窓口」
（58.0％）が上位であるが、上位7項目までが50％を超えている。

⚫ 年齢別でみると、２０歳代以下は「心のケアのためのカウンセリング」、「子どもの心のケア」が高く、３０歳代～５０歳代は
様々な項目が重要としている。
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問31．あなたは、悩みや心配事（ＤＶにかかわらず）があるとき、身近に相談ができる人がいますか。(SA)

悩みや心配事を「相談できる人がいる」人は74.4％で、「相談できる人はいない」人は9.5％見られる。
男性や被害経験がある層は「相談できる人はいない」の比率が高い。

⚫ 悩みや心配事を「身近に相談できる人がいる」のは59.9％、「身近にはいないが相談できる人がいる」（14.5％）も含める
と、74.4％は「相談できる人がいる」としており、「相談できる人はいない」は9.5％、「わからない」は12.6％である。

⚫ 性別でみると、男性は「相談できる人はいない」が20.6％と高い。

⚫ 年齢別でみると、５０歳代から年齢が高くなるにつれて、「いる計」が低下する傾向が見られる。

⚫ 被害経験の有無別でみると、被害経験あり層は「相談できる人はいない」の比率が18.2％と高い。

単位：％
無
回
答

今回調査
（R04.10)
（n=953）

74.4 

前回調査
（H29.7)

（n=1116）
76.7 

いる計

59.9

61.8

14.5

14.9

9.5

7.2

12.6

12.1

3.5

4.0

身近に相談

できる人が

いる

身近にはいな

いが相談でき

る人がいる

相談できる人

はいない
わからない

サ
ン
プ
ル
数

身
近
に
相
談
で
き
る

人
が
い
る

身
近
に
は
い
な
い
が

相
談
で
き
る
人
が
い
る

相
談
で
き
る
人
は
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

相
談
で
き
る
人
が

い
る
計

953 59.9 14.5 9.5 12.6 3.5 74.4 

男性 301 44.2 17.9 15.0 20.6 2.3 62.1 

女性 635 68.5 13.1 6.9 8.8 2.7 81.6 

２０歳代以下 51 72.5 9.8 5.9 11.8 - 82.3 

３０歳代 84 67.9 11.9 7.1 10.7 2.4 79.8 

４０歳代 138 69.6 13.0 3.6 13.8 - 82.6 

５０歳代 174 62.1 14.4 7.5 13.8 2.3 76.5 

６０歳代 239 56.9 15.5 13.4 10.9 3.3 72.4 

７０歳代 205 52.2 18.0 10.7 14.6 4.4 70.2 

８０歳以上 47 59.6 10.6 17.0 8.5 4.3 70.2 

被害経験あり 209 50.7 12.9 18.2 13.9 4.3 63.6 

被害経験なし 725 62.9 14.9 7.0 12.4 2.8 77.8 

収入なし 79 59.5 10.1 10.1 15.2 5.1 69.6 

１００万円未満 228 64.5 17.5 7.9 7.0 3.1 82.0 

１００～２００万円未満 189 59.3 15.3 12.7 11.1 1.6 74.6 

２００～４００万円未満 241 57.7 14.5 8.3 17.8 1.7 72.2 

４００～６００万円未満 108 62.0 12.0 9.3 13.9 2.8 74.0 

６００万円以上 66 60.6 13.6 9.1 12.1 4.5 74.2 

奈良市 195 57.9 13.8 13.3 11.8 3.1 71.7 

中央こども家庭相談センター管轄地域 297 60.3 15.2 9.8 12.5 2.4 75.5 

高田こども家庭相談センター管轄地域 340 65.0 14.4 7.1 11.2 2.4 79.4 

単位：％

全　　　　体

性別

年齢別

被害経験の
有無別

年収別

地域別

※ は全体より10ポイント以上、 は全体より5ポイント以上高い
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問32．配偶者等からの暴力について、ご意見などがありましたら、ご自由にお書きください。 (FA)

ＤＶに関する自由意見を内容別に分類したところ、「ＤＶに対する意識に関するご意見」（25件）が
最も多く、「被害体験に関するご意見」（15件）、「相談支援に関するご意見」（11件）が続いてい
る。

【具体的な回答内容 （代表的な上位項目のご意見の一部を抜粋）】

「ＤＶに対する意識に関するご意見」（25件）
・身体への暴力（体に傷をつける）は絶対あってはならないと思う。心、言葉の暴力については、自分自身が気
付かず、相手に加害していることも考えられるため、十分に注意が必要であると思う
・昔は夫婦げんかで済まされた事案が、現在は問題として取り扱われる事が多くなった。これによって、救われ
る人が増えることは良い事だと思う

「被害体験に関するご意見」（15件）
・結婚する時に性格や人間性を見抜けなかったのが残念でした。酒を飲むと言葉の暴力や殴る、蹴る、物
を投げる。とてもこわくて、骨折した事もあった
・殴られた事による身体の傷より、精神的な心の傷の方が大きいです。裏切り、何時間も怒鳴られ、私が悪いと
家の恥だと何度も言われました

「相談支援に関するご意見」（11件）
・ｗｅｂ上で、気軽に相談できるサイトがあれば、悩んでいる人も相談しやすいかもしれない
・気軽にカウンセリングしてくれる場があれば、病院に行く前のワンステップになると思う

「男女平等・人権に関するご意見」（8件）
・家庭第一に考えることを強要されること、滅私奉公が当然という考えもよくないと思う
・男性から女性へのDVは話題になる事が多いが、逆の場合もあるであろうに、あまり報じられない気がする。
「女性＝弱者」とは必ずしも当てはまらないし、男性の方がより訴えにくい環境にないだろうか

「被害者の保護に関するご意見」（8件）
・一度、パートナーからの暴力から逃げてきた人に助けを求められたことがあります。（中略）ただの夫婦げんか
じゃないの？という意見の人もいて実際に目の当たりにしたらどうすればいいのか、判断が難しかったです

834

単位：件

全体 n=84

Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
意
識
に

関
す
る
ご
意
見

被
害
体
験
に
関
す
る

ご
意
見

相
談
支
援
に
関
す
る

ご
意
見

男
女
平
等
・
人
権
に

関
す
る
ご
意
見

被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
ご
意
見

関
係
機
関
と
の
連
携
に

関
す
る
ご
意
見

広
報
・
啓
発
に
関
す
る
ご
意
見

加
害
者
対
策
に
関
す
る
ご
意
見

教
育
に
関
す
る
ご
意
見

ア
ン
ケ
ー

ト
の

実
施
方
法
に
つ
い
て
の
ご
意
見

法
整
備
に
関
す
る
ご
意
見

被
害
者
の
自
立
支
援
に

関
す
る
ご
意
見

加
害
体
験
に
関
す
る
ご
意
見

子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー

ト
に

関
す
る
ご
意
見

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答
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40
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Ⅳ．調査票
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